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５
月

日
（
金
）
、
大
阪
産
業
創
造
館
に
お
い
て
、
ナ
ル
ク
の
第

回
の
定
時
総
会
が
開
か
れ
た
。

今
年
は

結
成

周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
前
に
し
て
の
重
要
な
総
会
と
な
っ
た
。
挨
拶
に
立
っ
た

高
畑
会
長
は

昨
日
、

歳
の
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
が
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。
生
涯
現

役
を
目
指
す
我
々
と
し
て
も
、
ひ
と
し
お
の
感
激
で
す
。
さ
ら
に
大
き
な
感
激
は
、
昨
年
秋
の
理
事
会

で
、

周
年
は
ぜ
ひ
仙
台
で
や
る
べ
き
だ
、
と
い
う
理
事
諸
兄
姉
の
熱
い
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、
改
め
て

ナ
ル
ク
と
い
う
団
体
は
素
晴
ら
し
い
組
織
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た

と
語
り
、
今
年
は
そ
の
準
備
の
年

と
し
て

原
点
に
学
び
、
共
に
行
動
し
よ
う

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

一
致
団
結
、
新
し
い
ナ

ル
ク
発
展
の
道
を
模
索
し
て
い
こ
う

と
、
全
出
席
者
に
呼
び
か
け
た
。

総
会
は
午
後
１
時

分
に
始
ま
っ
た
。
こ
の

日
、
北
は
北
海
道
、
南

は
鹿
児
島
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
拠
点
代
表
者
、

正
会
員
は
１
３
０
名
。

ま
ず
、
こ
の
１
年
に

亡
く
な
っ
た
元
副
会
長

の
菅
野
泰
太
郎
氏
、
前

水
戸
拠
点
代
表
の
林
公

英
氏
に
、
全
員
で
１
分

間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

続
い
て
議
長
の
選
任
が

行
わ
れ
、
枚
方
拠
点
の

野
村
文
夫
氏
が
議
長
に

選
ば
れ
、
野
村
議
長
の

も
と
、
１
号
議
案
か
ら

５
号
議
案
ま
で
逐
一
審

議
が
行
わ
れ
た
。

第
１
号
議
案
は

２

０
１
２
年
度
の
事
業
と

決
算
報
告

で
あ
る
。

会
員
の
動
向

会
員
の
動
向

昨
年
度
は
会
員
数
の

純
減
と
い
う
厳
し
い
状

況
は
続
い
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、

名
以
上
の
会
員
増
を

果
た
し
て
い
る
拠
点
が

５
つ
も
あ
る
こ
と
は
特

筆
に
値
し
よ
う
（
下
段

の
表
を
参
照
）
。

時
間
預
託
活
動
は
ナ

ル
ク
発
足
以
来
の
中
心

的
活
動
で
あ
る
。
元
気

な
う
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
点
数
を
貯
め

て
お
き
、
支
援
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
、
そ
の

点
数
で
無
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
受
け
る
。
こ
の

場
合
、
遠
く
離
れ
た
親

時
間
預
託
活
動
と

時
間
預
託
活
動
と

奉
仕
活
動
の
状
況

奉
仕
活
動
の
状
況

に
も
子
の
点
数
が
使
え

る
い
わ
ゆ
る

遠
距
離

介
護

は
、
マ
ス
コ
ミ

に
も
、
し
ば
し
ば
報
じ

ら
れ
、
ナ
ル
ク
の
看
板

に
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
度
の
時

間
預
託
活
動
の
実
績
は

時
間
で
あ

る
。
拠
点
別
で
は

水
戸
の

時
間
、

枚
方
の

時
間
、

東
大
阪
大
東
の

時
間
が
ビ
ッ
グ
３
で
あ

る
。こ

れ
に
対
し
、
会
員

外
の
不
特
定
多
数
の
人

や
、
地
域
社
会
に
対
し

て
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
奉
仕
活
動
で
あ

り
、
こ
れ
ま
た
ナ
ル
ク

の
重
要
な
柱
で
あ
る
。

介
護
施
設
で
の
活
動

を
は
じ
め
、
公
園
・
道

路
・
河
川
敷
で
の
清

掃
、
空
き
缶
回
収
、
登

下
校
時
の
見
守
り
な
ど

の
子
育
て
支
援
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。

全
国
の
昨
年
度
の
総

時
間
数
は

時

間
、
全
国
一
の
拠
点
は

枚
方
の

時
間
で

あ
っ
た
。

福
祉
調
査
セ
ン
タ
ー

の
事
業
は
、
ナ
ル
ク
本

体
の
活
動
を
財
政
的
に

支
援
し
、
会
員
の
潜
在

能
力
を
活
か
せ
る
活
動

と
し
て
、
全
国
８
道
府

県
で
８
セ
ン
タ
ー
の
体

制
で
活
動
し
て
き
た
。

前
年
度
の
最
大
の
動

き
は
、
第
三
者
評
価
の

諸
施
設
の
う
ち
、
社
会

的
養
護
施
設
（
児
童
養

護
施
設
、
児
童
自
立
支

援
施
設
、
情
緒
障
害
児

短
期
治
療
施
設
、
乳
児

院
、
母
子
生
活
支
援
施

設
）
が
、
第
三
者
評
価

を
３
年
に
１
回
、
受
審

を
義
務
化
さ
れ
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
が
国

の
委
託
を
受
け
認
証
窓

口
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。ナ
ル
ク
は
全
国
８
福

祉
調
査
セ
ン
タ
ー
を
一

本
化
し
認
証
を
受
け
、

評
価
調
査
を
実
施
で
き

福
祉
調
査
セ
ン

福
祉
調
査
セ
ン

タ
ー
の
現
況

タ
ー
の
現
況

る
体
制
を
確
立
し
た
。

ナ
ル
ク
が
最
も
重
要

な
研
修
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る

拠
点
次
期

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

を

月

日
か
ら
２
泊

３
日
の
日
程
で
、
例
年

通
り
篠
山
で
開
催

し
た
。
会
長
の
基

調
講
演
に
始
ま

り
、
本
部
役
員
が

ナ
ル
ク
の
定
款

と
諸
活
動

拠

点
運
営

管
理

シ
ス
テ
ム

な
ど

に
つ
い
て
講
義
を

行
い
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
３
名
の

代
表
を
含
む

名

の
精
鋭
が
熱
心
に

受
講
、
明
日
の
ナ
ル
ク

に
つ
い
て
深
夜
ま
で
議

論
を
か
わ
し
た
。

救
援
カ
ン
パ
は
、
延

べ

拠
点
と
３
個
人
か

ら
昨
年
中
に
１
８
６
万

円
余
り
が
寄
せ
ら
れ

た
。
被
災
会
員
へ
の
援

助
金
、
パ
ラ
ソ
ル
喫
茶

拠
点
次
期
リ
ー

拠
点
次
期
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

ダ
ー
養
成
講
座

東
日
本
大
震
災
被

東
日
本
大
震
災
被

災
地
支
援
活
動

災
地
支
援
活
動

な
ど
の
経
費
を
差
し
引

い
て
、
残
金
は
５
５
４

万
円
余
り
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
今
後
の
カ
ン
パ

金
と
合
わ
せ
て
、
パ
ラ

ソ
ル
喫
茶
な
ど
の
運
営

資
金
に
充
て
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
質

疑
応
答
を
経
て
可
決
、

第
２
号
議
案

２
０
１

３
年
度
の
事
業
計
画

の
審
議
に
移
っ
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、
本
紙
３

月
号
で
詳
し
く
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち

ら
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

具
体
的
項
目
と
し
て
は

・
幹
部
育
成
な
ど
拠
点

改
革
に
取
り
組
も
う

・
見
廻
り
た
い
活
動
を

一
層
推
進
し
よ
う

・
市
民
後
見
人
制
度
の

全
国
展
開

産業創造館４ の定時総会会場風景

・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
拠
点
開
催

・
３
６
５
日

時
間
の

地
域
包
括
ケ
ア
へ
積

極
的
に
取
り
組
も
う

・
会
計
シ
ス
テ
ム
、
時

間
預
託
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を

・
子
育
て
支
援
活
動
の

積
極
展
開
を

・

社
会
的
養
護
関
係

施
設
第
三
者
評
価

を
ス
テ
ッ
プ
に
調
査

セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

・
ブ
ロ
ッ
ク
制
の
導
入

か
ら
拠
点
独
立
へ

な
ど
の
方
針
が
示
さ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。第

３
号
議
案
は

収

支
予
算
で
あ
る
。紙
面

の
都
合
上
割
愛
す
る

が
、具
体
的
数
字
は
拠
点

で
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

第
４
号
議
案
は

定

款
の
改
定

。
こ
れ
は

法
改
定
に
伴

い
、
ナ
ル
ク
の
定
款
も

必
要
個
所
を
改
定
す
る

こ
と
と
し
、
狩
野
事
務

局
長
か
ら
説
明
を
受
け

可
決
さ
れ
た
。

続
く
第
５
号
議
案
は

理
事
の
選
任
で
あ
る
。

昨
年
死
去
さ
れ
た
水
戸

の
林
理
事
の
後
任
と
し

て
、
高
槻
・
島
本
拠
点

の
田
中
千
鶴
子
代
表
が

推
挙
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

以
上
で
予
定
の
議
案

は
慎
重
な
審
議
を
経

て
、全
て
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
狩
野
事
務
局

長
か
ら
来
年
、
仙
台
で

行
わ
れ
る

周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。

記
念
行
事
は
来
年
の

５
月

日
（
日
）
か
ら

日
（
火
）
の
３
日
間
、

仙
台
市
を
中
心
に
行
わ

れ
る
（
詳
し
く
は
本
紙

６
月
号
３
面
を
参
照
）。

初
日
に
宮
城
、
福
島

地
区
で
被
災
地
支
援
活

動
を
行
い
、
２
日
目
に

仙
台
の
電
力
ホ
ー
ル
で

定
時
総
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
仮
設
住
宅
居
住

者
と
の
交
流
会
な
ど
記

念
行
事
を
行
う
。
３
日

目
は
被
災
地
視
察
、
な

ど
が
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。
多
数
の
会
員
が
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
本
部

で
は
期
待
し
て
い
る
。

議
事
終
了
後
、
五
郎

川
康
公
認
会
計
士
か
ら

会
計
監
査
か
ら
み
た
拠

点
の
資
金
管
理
に
つ
い

て
の
話
が
あ
っ
た
。そ

の
内
容
は

会
計
係
と

会
計
責
任
者
の
分
離

拠
点
の
余
剰
金
を
本
部

で
集
中
管
理
し
て
資
金

の
有
効
活
用
と
リ
ス
ク

防
止
を
図
る

出
入
金

業
務
の
分
離
と
相
互
チ

エ
ッ
ク
及
び
印
鑑
の
保

管

役
員
交
代
時
に
会

計
引
き
継
ぎ
書
を
発
行

す
る
、な
ど
で
あ
っ
た
。

熱
心
な
質
問
も
出

て
、
午
後
５
時
、
終
了

し
た
。

設
立

周
年
記
念

設
立

周
年
記
念

行
事
に
つ
い
て

行
事
に
つ
い
て講演をする五郎川公認

会計士

一
時
は

日
本
の
あ

ち
こ
ち
で

時
間
預
託

助
け
合
い

を
試
み
る

団
体
が
生

ま
れ
、
そ

の
数
は
３
０
０
と
も
５

０
０
と
も
言
わ
れ
た
。

だ
が
、
今
は
殆
ど
影
を

ひ
そ
め
、
ナ
ル
ク
だ
け

が

年
も
預
託
制
を
続

け
て
い
る
。何
故
か
と
、

よ
く
質
問
を
受
け
る
▼

第
１
は

代
償
を
期
待

し
な
い
無
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

の
理
念
を
明
確

に
し
て
い
る
こ
と
▼
第

２
は
全
国
組
織
な
の

で
、
点
数
は
ど
こ
へ
引

っ
越
し
て
も
使
え
る
こ

と
▼
第
３
は
事
務
処
理

が
銀
行
と
同
様
、
確
実

で
、
時
間
が
的
確
に
個

人
別
台
帳
に
記
録
さ

れ
、
退
会
し
て
も
５
年

間
保
存
さ
れ
る
な
ど
信

頼
度
が
高
い
こ
と
▼
第

４
は
預
託
時
間
を
引
き

出
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
い
と
き
は
、
事
務

所
に
電
話
１
本
で
済
む

こ
と
▼
第
５
は
貯
め
た

時
間
は
、
親
や
配
偶
者

の
た
め
に
も
使
え
、
遠

く
離
れ
て
暮
ら
す
両
親

の
介
護
も
拠
点
間
で
手

続
き
や
後
始
末
を
し
て

も
ら
え
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
▼
問
題
点
は
、
若

い
と
き
に
貯
め
た
点
数

が
年
を
と
っ
て
か
ら
使

え
る
た
め
に
新
会
員
を

常
に
増
や
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
提
供
者
が
不
足

し
な
い
よ
う
に
全
員
で

努
力
す
る
こ
と
。
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
で
は

だ
め
だ
。（
高
畑
敬
一
）

年度会員数純増の主な拠点
拠点名在籍者数入会者数退会者数純増数

倉 敷 ６

市 川

箕 面 ９

大 垣

交 野 ８

かずさ ８

亀 岡 ５

丹 波 ９

美 幌 １

名張東 ３

ひたち ７

茂 原

徳 島

（１） 号 年 月 日 第３種郵便物認可 年７月 日発行ナ ル ク（ ）
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０
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藤

井

口

井

尚 発
足

年
を
過
ぎ
、
会
員
の
高

齢
化
に
伴
い
、少
し
ず
つ
で
す
が
、

支
援
を
必
要
と
す
る
会
員
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な

か

助
け
て

と
声
が
上
が
っ
て

こ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ナ
ル
ク
の
理
念
の
一
つ
は
、
会

員
同
士
の
助
け
合
い
で
す
。
で
き

る
と
き
に
コ
ツ
コ
ツ
と
預
託
点
数

を
貯
め
て
、
必
要
な
と
き
に
は
そ

れ
を
利
用
し
て
、
気
軽
に
助
け
合

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
預
託
点
数
の

や
り
と
り
を
し
ま
す
か
ら
、
気
軽

に

仕
事
を
お
願
い

す
る
の
だ

と
、
割

り
切
っ
て
、
ど
ん
な

簡
単
な
こ
と
で
も
頼

ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。助

け
る
側
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
練
習
に
な
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
か
ら
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

昔
に
比
べ
て
、
介
護
保
険
が
充

実
し
、
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
緊

急
時
を
除
い
て
、ナ
ル
ク
は
原
則
、

介
護
保
険
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
ま

か
な
え
る
支
援
に
つ

い
て
は
手
を
出
し
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
介
護
保

険
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
フ
ル
に
使
っ
て
も

対
応
で
き
な
い
事
例
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
介
護
度
の
高
い
妻

は
ヘ
ル
パ
ー
に
食
事
を
作
っ
て
貰

え
る
が
、
元
気
な
夫
は
対
象
に
な

ら
な
い
。
そ
の
夫
が
体
調
を
崩
し

て
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
夫
の
支

援
は
誰
が
？

困
っ
た
時
こ
そ
、
ナ
ル
ク
が
あ

り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、
急
い
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ヘ
ル
パ
ー
が

見
つ
か
る
ま
で
の
応
急
処
置
と
し

て
、
介
護
保
険
の
範
囲
内
で
も
支

援
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
預
託

点
数
が
な
い
場
合
で
も
、
決
し
て

見
捨
て
た
り
し
ま
せ
ん
か
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
先
ず
は
元
気
な

う
ち
に
、
頑
張
っ
て
点
数
を
貯
め

ま
し
ょ
う
。
ナ
ル
ク
は
貴
方
の
、

活
動
の
お
申
し
出
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

助
け
ら
れ
上
手
に
な
ろ
う

芦
屋
拠
点

本
郷

孝（
代
表
）

埼
玉
西
拠
点
は
、
今

年
か
ら
一
般
市
民
を
対

象
に
し
た

子
育
て
を

支
援
す
る
電
話
・
メ
ー

ル
相
談
室

を
開
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
昨
年
６
月
、

こ
ど
も
未
来
財
団
と
の

共
同
企
画

子
育
て
支

援
事
業

の
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
た
後
、
会
員

の
中
か
ら

１
回
限
り

の
研
修
会
で
は
な
く
、多

く
の
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
を
対
象
に
、
無
料

の
子
育
て
相
談
室
を
開

設
し
よ
う

と
い
う
動

き
が
広
ま
り
、こ
の
電

話
メ
ー
ル
相
談
室
の

開
設
に
な
っ
た
も
の
。

電
話
相
談
は
毎
月
第

４
火
曜
日
の
午
後
１
時

分
か
ら
４
時

分
ま

で
行
わ
れ
る
。
た
だ
し

メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

は
、
常
時
受
け
付
け
る

と
の
こ
と
。

埼
玉
西
拠
点

子
育
て
電
話
相
談
室
を
開
設

講
師
は
会
員
の
山
本

勝
美
さ
ん
（
東
京
都
保

健
所
心
理
相
談
員
協
議

会
会
長
）
を
中
心
に
、

子
育
て
の
専
門
家
が
担

当
す
る
。

子
育
て
、
孫
育
て

で
お
悩
み
の
全
国
の
会

員
の
皆
様
、
一
般
の
市

民
の
方
も
遠
慮
な
く
ど

う
ぞ

と
、
拠
点
で
は

呼
び
か
け
て
い
る
。

電
話
番
号

０
９
０
・
７
２
７
９
・

０
２
２
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

＠

相
談
例

・
上
の
子
供
が
、
下
の

弟
、
妹
を
い
じ
め
る

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
つ

い
子
供
に
当
た
っ
て
し

ま
う

等
々
、
気
軽
に

相
談
い
た
だ
き
た
い
と

話
し
て
い
る
。
匿
名
可

で
す
。

ナ
ル
ク

の
最
重
要

研
修
で
あ

る

拠
点

次
期
リ
ー

ダ
ー
養
成

講
座

は

ナ
ル
ク

の
原
点
・

基
本
を
学

ぼ
う

と

い
う
テ
ー
マ
で
、
本
年

は

月

日
か
ら

日
ま
で
、
例
年

通
り
兵
庫
県
篠
山

市
の

ユ
ニ
ト
ピ

ア
さ
さ
や
ま
で
、

２
泊
３
日
の
予
定

で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
研
修
は
、

本
年
度
の
事
業
計

画
で
示
さ
れ
て
い

る

設
立

周
年

を
迎
え
原
点
を
学

び
行
動
に

と
い

う
テ
ー
マ
に
沿
い

ナ

ル
ク
設
立
時
の
想
い
・

基
本
理
念
と
期
待
す
る

リ
ー
ダ
ー
像

と
い
っ

た
会
長
か
ら
の
基
調
講

演
を
受
け
、
各
理
事
か

ら
拠
点
運
営
の
基
本
、

拠
点
管
理
の
基
本
、
諸

活
動
に
つ
い
て
の
基
本

を
学
ぶ
こ
と
を
重
点
に

置
い
て
い
る
。

ま
た
、
現
状
の
ナ
ル

ク
の
課
題
を
中
心
に
、

グ
ル
ー
プ
討
議
に
時
間

を
か
け
て
実
施
し
、
拠

点
間
の
交
流
、
参
加
者

の
交
流
も
は
か
る
。

新
任
の
代
表
、
事
務

局
長
、
お
よ
び
拠
点
の

運
営
に
意
欲
の
あ
る
運

営
委
員
・
若
手
会
員
を

研
修
の
対
象
と
し
て
い

る
。各

拠
点
で
は
運
営
委

員
会
で
検
討
い
た
だ

き
、
積
極
的
に
参
加
者

を
送
り
こ
ん
で
く
だ
さ

る
よ
う
、
期
待
し
て
い

る
。研

修
内
容

ナ
ル
ク
の
基
本
理
念

リ
ー
ダ
ー
の
心
構
え

定
款
・
各
種
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
拠
点
運
営

拠
点
の
日
常
業
務
管

理
の
ポ
イ
ン
ト

ナ
ル
ク
諸
活
動

グ
ル
ー
プ
討
議
（
ナ

ル
ク
が
抱
え
る
課
題

ほ
か
）

そ
の
他

た
こ
と
が
な
い

％蝶
や
昆
虫
を
手
で
触

っ
た
こ
と
が
な
い

％
夜
空
の
星
を
ゆ
っ
く

り
見
た
こ
と
が
な
い

％
里
山
や
自
然
の
中
で

遊
ん
だ
こ
と
が
な
い

％
親
の
世
代
が
自
然
体

験
に
乏
し
か
っ
た
り
、

屋
内
の
方
が
安
全
だ
と

い
う
世
相
も
あ
り
、
こ

う
い
う
結
果
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
自
然

体
験
豊
富
な
我
が

ナ

ル
ク
丹
波

の
出
番
で

あ
る
。
今
年
も
１
泊
２

日
の

丹
波
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
自
然
体
験
・
２
０
１

３
夏

を
７
月

日
か

ら
８
月

日
ま
で
、
６

回
に
わ
た
り
開
催
す

る
。
毎
回
小
学
１
年
生

以
上

名
限
定
で
参
加

者
を
募
集
す
る
。
詳
し

い
こ
と
は
拠
点
事
務
所

ま
で
。

今年も 月 日から３日間で実施

次次次次次期期期期期リリリリリーーーーーダダダダダーーーーー養養養養養成成成成成講講講講講座座座座座次期リーダー養成講座

ユニトピアささやま全景

ナルク用語辞典
地域包括ケア

昔から日本人は、自宅で看取りを迎え

るのが当たり前でした。しかし昭和 年

頃から、病院に入院し最期を迎えると言

う人の方が多くなってきました。その病

院も３ヵ月で退院を迫られるようになり、

最近は特養等の 施設で看取り という

ケースも増えています。

こうした変化は高齢者本人が望んだも

のではなく、 慣れ親しんだ自宅で最期

を迎えたい というのが大多数の願望で

す。それを本格的に叶えようというのが

地域包括ケア です。

家族の負担を極力少なくし、医師の診

察から看護介護の全てが自宅で行われる

ようになります。その推進のために 介

護保険法 が改正され、 時間対応の こ

まぎれ巡回 を行う方針が決まりました。

年の完成目標に、今後ボランティア

などによる生活支援を加えた包括的なケ

アが隙間なく地域ごとに行われるように

推進されます。この地域包括ケア実現の

ためには、地方自治体、医療機関、介護

事業者、市民団体、 が協働し、推

進することが何より重要になります。

ナルク用語辞典 天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
ご
結
婚
さ
れ
て

年

に
な
り
ま
す
。
思
え
ば
、
お
二
人
の
ロ
マ
ン
ス

は
軽
井
沢
の
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ロ
マ
ン
ス
が
実
っ
て
昭

和

年
４
月

日
に
結
婚
の
儀
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
も
８
月
に
軽
井
沢
を

訪
れ
ら
れ
、テ
ニ
ス
を
さ
れ
ま
し
た
。

少
し
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
の
歴
史
を

た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

テ
ニ
ス
の
カ
ウ
ン
ト
の
意
味
は

な
ぜ
テ
ニ
ス
は

、

、

と
数

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
時
計

の
文
字
盤
を
カ
ウ
ン
ト
に
利
用
し
た

か
ら
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
い
く
と

３
番
目
は

に
な
る
わ
け
で
す
が
、
英
語
で
言

う
と
長
す
ぎ
る
（
フ
ォ
ー
テ
ィ
フ
ァ
イ
ブ
）
の

で
、
（
フ
ォ
ー
テ
ィ
）
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、

０

を

ラ
ブ

と
言
う
が
こ
れ

は

０

が
タ
マ
ゴ
の
形
に
似
て
い
た
の
で
、

フ
ラ
ン
ス
語
で

ル
フ

と
呼
ん
で
い
た
の
が

英
語
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
き
に

ラ
ブ
と
間

違
っ
た

と
の
説
が
あ
り
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
４
大
会
と
は

全
英
・
全
米
・
全
仏
・
全
豪
の
４
つ
の
大
会

を
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
４
大
会
と
呼
び
ま
す
。
そ

の
中
で
も
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、
唯
一
の
芝

生
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
の
が
全
英
（
ウ
ィ
ン
ブ

ル
ド
ン
）
で
す
。
毎
年
８
月
の
第
１
月
曜
か
ら

６
週
間
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
日
に
、
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
ン
ド
ン
郊
外
オ
ー
ル
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ロ

ー
ン
テ
ニ
ス
・
ア
ン
ド
・
ク
ロ
ー
ケ
ー
・
ク
ラ

ブ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
１
３
０
年
以
上
の
歴
史

と
伝
統
を
誇
り
、
毎
年
世
界
中
か
ら
６
千
人
以

上
の
観
客
で
埋
ま
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
大

会
期
間
の
１
カ
月
前
に
、
海
外
３
番
目
の
拠
点

と
し
て

ナ
ル
ク

が
設
立
さ
れ
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
長
年
テ
ニ

ス
を
や
っ
て
き
た
人
間
と
し
て
は
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
毎
年
避
暑
を

兼
ね
て
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
る
軽
井
沢

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
一
度
見
て
み
た

い
と
の
希
望
が
、
や
っ
と
２
年
前
に

か
な
え
ら
れ
ま
し
た
。
土
の
コ
ー
ト

は
き
め
の
細
か
い
大
き
さ
が
揃
っ

た
、
き
れ
い
な
砂
で
し
た
。

テ
ニ
ス
は
何
歳
く
ら
い
ま
で
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ゴ
ル
フ
と
一
緒
で
す
。
歩
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
何
歳
に
な
っ
て
も
で
き
る
の
で
す
。

関
西
で
の
昨
年
の
最
高
齢
は
男
性
が

歳
、
女

性
が

歳
で
し
た
（
芦
屋
グ
ラ
ン
ド
ベ
テ
ラ
ン

テ
ニ
ス
大
会
）
。

歳
の
錦
織
圭
選
手
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

全
仏
大
会
は

年
振
り
の
４
回
戦
進
出
で
す
。

テ
ニ
ス
は
若
さ
と
元
気
を
く
れ
ま
す
。
年
相

応
の
テ
ニ
ス
が
楽
し
め
ま
す
。
今
か
ら
で
も
遅

く
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
テ
ニ
ス
を
始
め
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
狩
野

勇
）

テ
ニ
ス
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

若
さ
と
元
気
を

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

子
供
の
自
然
体
験
が

年
々
減
少
し
て
い
る
。

自
然
体
験
の
豊
富
な
子

供
は
、
自
立
性
・
協
調

性
・
積
極
性
が
身
に
つ

い
て
く
る
。
国
の

青

少
年
白
書
に
よ
る
と
、

キ
ャ
ン
プ
を
し
た
こ

と
が
な
い

％

海
や
川
で
魚
を
釣
っ

今
年
も
や
り
ま
す

丹
波
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
自
然
体
験

今
年
も
や
り
ま
す

丹
波
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
自
然
体
験
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５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

ナ
ル
ク
３
面

０
７
１
０
０
３

藤

井

口

井

朝
は
母
親
が
仕
事
前
に
施
設
ま
で
車
で
送
り
、
夕

方
の
迎
え
を
ナ
ル
ク
の
会
員
が
す
る
の
で
す
。

送
迎
は
車
の
運
転
と
、
後
部
座
席
で
の
付
き
添
い

の
２
名
体
制
で
す
。
自
宅
か
ら
施
設
ま
で
は

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、

分
は
か
か
り
ま
し
た
。
家

に
着
く
ま
で
に
容
態
が
悪
く
な
る
と
痰
の
吸
引
も
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
運
転
し
て
い
て
も
気
が
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
ま
で
、
夕
方
の
迎
え
は

子
さ
ん
の
祖
母
が
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
祖
母
は
交
通
事
故
に

遭
い
、
入
院
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

子
さ
ん
は
、
ま
だ
幼
い
２
歳
の
頃
、
祖
母
が
一

寸
目
を
離
し
た
す
き
に
家
の
前
の
用
水
路
に
落
ち
て

し
ま
っ
て
行
方
不
明
に
な
り
、
発
見
さ
れ
た
も
の
の

子
さ
ん
（
当
時

歳
）
は
、
重
度
障
が
い
者
の

福
祉
施
設
で
、
週
３
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

重
度
障
が
い
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
来

年
間
、
祖
母
は
付
き
っ
き
り
で

子

さ
ん
の
お
世
話
を
し
続
け
ま
し
た
。
さ
ぞ
つ
ら
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ナ
ル
ク
の
会
員
は
総
動
員
で
祖
母
の
代
わ
り
に
半

年
間
、

子
さ
ん
の
お
世
話
を
し
続
け
ま
し
た
。
大

変
な
仕
事
で
し
た
が
皆
さ
ん
快
く
協
力
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

交
通
事
故
か
ら
半
年
後
、
祖
母
は
事
故
が
も
と
で

子
さ
ん
の
事
を
心
配
し
な
が
ら
、
息
を
引
き
と
り

ま
し
た
。
そ
し
て
数
日
後
、

子
さ
ん
も
祖
母
の
あ

と
を
追
う
よ
う
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
今
ま
で
で
一
番
悲

し
い
体
験
で
し
た
。

（
岐
阜
拠
点
・
山
口
弘
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
つ
ぶ
や
き

平
成

年

月
９
日

（
水
）

日
（
木
）

募
集
人
員
：

名

旅
行
費
用

大
阪
、
東
京
出
発
と
も

万
円
（
２
名
１
室
）

一
人
部
屋
希
望
者
は

＋
５
８

０
０
０
円

別
途
、
空
港
税
、
燃

油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
要

燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

は
５
月

日
現
在
５

２

０
０
０
円
（
変
動

の
可
能
性
あ
り
）

利
用
ホ
テ
ル

ナ
イ
ア
ガ
ラ

シ
ェ
ラ
ト
ン
オ
ン
ザ
フ

ー
ル
ズ
（
滝
側
指
定
）

レ
イ
ク
ル
ー
ズ

フ
ェ
ア
モ
ン
ト
・
シ
ャ

ト
ー
レ
イ
ク
ル

ー
ズビ

ク
ト
リ

アフ
ェ
ア
モ
ン
ト

・
エ
ン
プ
レ
ス

バ
ン
ク
ー
バ

ーヒ
ル
ト
ン
ホ
テ

ル
ま
た
は
同
等

ク
ラ
ス

各
ホ
テ
ル
と
も
デ
ラ

ッ
ク
ス
ク
ラ
ス

説
明
会

関
西
地
区
で
開
催
予

定
。
関
東
地
区
は
参
加

人
数
が
多
け
れ
ば
開
催
。

予
約
申
込
み
方
法

８
月

日
（
日
）
午

前
０
時
か
ら

で

（

）

宛
先
は
本
部
旅
行
委
員

会
ま
で
。
拠
点
名
と
氏

名
を
書
い
て
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
。

そ
の
他

好
評
の
自
宅
か
ら
空

港
ま
で
の
無
料
宅
配
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
（
１
人

１
個
ま
で
）

氷河期の名残をとどめるコロンビ大氷原

関
西
歌
舞
伎
を
愛
す
る
会
第
二
十
二
回

七
月
大
歌
舞
伎

７
月
４
日
（
木
）

日
（
日
）

昼
の
部
・

時
開
演
（
７
月
５
日
は
な
し
）

柳
影
澤
蛍
火
（
や
な
ぎ
か
げ
さ
わ
の
ほ
た
る
び
）

橋
之
助

扇
雀

孝
太
郎

翫
雀

福
助

保

名
（
や
す
な
）

仁
左
衛
門

清
元
連
中

夜
の
部
・
４
時

分
開
演

曽
我
物
語

仁
左
衛
門

橋
之
助

吉
弥

孝
太
郎

一
條
大
蔵
譚
（
い
ち
じ
ょ
う
お
お
く
ら
も
の
が
た
り
）

福
助

扇
雀

橋
之
助

翫
雀

ナ
ル
ク
の
会
員
は
１
等
１
６
０
０
０
円
が
１

４
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ナ
ル
ク

本
部
奥
田
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
０
６
・
６
９
４
１
・
５
４
４
８

機
能
低
下
、食
欲
不
振
、

便
秘
、消
化
機
能
低
下
、

周
囲
へ
の
無
関
心
や
鬱

状
態
な
ど
神
経
症
状
）

だ
と
直
感
し
て
、
私
は

少
し
外
出
し
て
身
体

を
動
か
し
、
気
分
を
晴

ら
さ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
よ

と
手
を
さ
す
り

な
が
ら
申
し
ま
す
と
、

奥
様
は

分
か
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
ね
、
行

く
所
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
す
る
こ
と
も
な
く

て
。
こ
の
仮
設
か
ら
、

い
つ
出
ら
れ
る
の
か
、

ど
こ
に
復
興
住
宅
が
建

つ
の
か
、
こ
れ
か
ら
、

ど
ん
な
生
活
が
待
っ
て

い
る
の
か
を
考
え
ま
す

と
、
落
ち
込
ん
で
し
ま

っ
て
、
身
体
を
動
か
す

の
も
億
劫
な
ん
で
す
。

こ
う
し
て
月
に
１
回
パ

ラ
ソ
ル
喫
茶
に
来
て
、

手
を
さ
す
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
歌
を
聞
く

の
が
唯
一
の
楽
し
み
な

ん
で
す
よ

と
言
わ

れ
ま
し
た
。

私
は
、
ナ
ル
ク
の

パ
ラ
ソ
ル
喫
茶
が
終

了
し
た
あ
と
も
、
お

互
い
の
絆
を
深
め
、

仲
間
と
し
て
助
け
合

い
、
こ
の
有
意
義
で

楽
し
い
ナ
ル
ク
活
動

を
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
地
域
包
括

ケ
ア
の
必
要
性
を
痛
感

し
な
が
ら
、
手
を
さ
す

り
続
け
ま
し
た
。

（
田
邉
栄
一
郎
）

５
月

、

日
の
２

日
間
、
仙
台
市
の
仮
設

住
宅
、
中
野
と
荒
井
の

パ
ラ
ソ
ル
喫
茶
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

私
は
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
担
当
で
、
合
計

８
名
の
方
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
な
が
ら
、
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
思
っ
た
よ
り
明

る
い
顔
で
、
涙
を
流
す

方
は
お
ら
ず
、
前
向
き

な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

た
だ
一
人
、
心
に
留

ま
っ
た
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

代
後

半
の
白
髪
交
じ
り
の
奥

様
で
し
た
。
ご
主
人
を

津
波
で
失
い
、
お
孫
さ

ん
は
遠
方
に
住
ん
で
お

ら
れ
て
、
仮
設
で
の
独

り
暮
ら
し
で
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な

が
ら

柔
ら
か
く
て
、

き
れ
い
な
お
手
で
す

ね

と
申
し
ま
す
と
、

恥
ず
か
し
い
わ
。
こ

の
２
年
で
こ
う
な
っ
ち

ゃ
っ
た
ん
で
す
。
震
災

ま
で
は
毎
日
毎
日
が
田

畑
仕
事
で
、
手
も
腕
も

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
荒
れ
て

い
ま
し
た
し
、
顔
も
日

焼
け
し
て
真
っ
黒
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。
今
で
は

家
か
ら
出
る
こ
と
も
な

く
、食
欲
も
落
ち
て

。

だ
い
ぶ
や
せ
ま
し
た

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
は
被
災
地
の
高

齢
者
の
約
３
割
が
か
か

る
と
い
う
生
活
不
活
発

病
（
歩
行
困
難
、
心
肺

ミ
缶
が
集
ま
ら
な
い
。

時
代
は
も
う
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
移
っ
て
い
る
の

だ
な
あ
。

ぶ
つ
ぶ
つ
独
り
言
を

言
い
な
が
ら
作
業
を
し

て
い
た
ら
、
後
ろ
か
ら

ナ
ル
ク
の
代
表
が
ビ
ニ

ー
ル
袋
の
口
を
開
け

て
、
待
っ
て
い
て
く
れ

た
。
何
年
か
前
は
カ
ン

を
売
っ
た
午
後
は
、
少

し
身
だ
し
な
み
を
整
え

て
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ

た
よ
。
店
の
お
客
に
も

う
た
、
う
ま
い
ね

と
ほ
め
ら
れ
た
も
ん
だ

よ
。
お
金
が
貯
ま
っ
た

ら
、
ナ
ル
ク
の
代
表
を

カ
ラ
オ
ケ
に
誘
っ
て
、

僕
の
唄
を
聞
い
て
も
ら

う
ん
だ
。

ホ
ー
ム
レ
ス
日
誌

ス
ー
パ
ー
の
ベ
ン
チ

に
腰
掛
け
、
ぼ
ん
や
り

し
て
い
る
僕
。
巷
で
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
花

粉
症
の
た
め
、
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
人
が
多

い
。ス
タ
イ
ル
も
良
く
、

美
し
い
人
だ
ろ
う
と
思

う
女
性
が
顔
一
杯
の
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
の
は

気
の
毒
だ
。
僕
た
ち
の

仲
間
に
は
、
そ
ん
な
現

代
病
に
や
ら
れ
た
人
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

最
近
、
ス
ー
パ
ー

メ
ン
に
、
お
に
ぎ
り
３

個
で
捕
ま
っ
た
奴
が
い

る
。
僕
の
自
慢
は
一
度

も
万
引
き
を
し
た
こ
と

が
な
い
こ
と
だ
。

と
こ
ろ
で
今
夜
は
炊

き
出
し
の
金
曜
で
は
な

い
か
。
行
く
ぞ
！

利
用
航
空
会
社

エ
ア
カ
ナ
ダ

詳
細
は
拠
点
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

園
内
に
あ
り
、
バ
ン
フ

と
ジ
ャ
ス
パ
ー
を
結
ぶ

ア
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の

ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
ま

す
。
面
積
は
３
２
５
平

方
キ
ロ

、
小
豆
島
の

約
２
倍
も
あ
り
、
名
古

屋
市
が
ス
ッ
ポ
リ
入
る

大
き
さ
で
す
。
あ
た
り

は
氷
河
期
の
名
残
を
止

め
て
い
ま
す
。
ア
サ
バ

ス
カ
氷
河
を
雪
上
車
で

観
光
し
ま
す
。

ビ
ク
ト
リ
ア
で
は
、

石
灰
岩
を
掘
り
起
こ
し

た
跡
地
に
世
界
中
の
花

を
集
め
た
ブ
ッ
チ
ャ
ー

ト
ガ
ー
デ
ン
を
観
光
し

ま
す
。園
内
は
バ
ラ
園
、

イ
タ
リ
ア
園
、
日
本
庭

園
な
ど
い
く
つ
か
の
庭

園
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
サ
ン

ク
ン
ガ
ー
デ
ン
（
沈
床

式
庭
園
）
の
美
し
さ
は

圧
巻
で
す
。

今
回
、
７
泊
し
ま
す

が
２
連
泊
を
３
回
設
定

し
、
ゆ
っ
た
り
の
行
程

に
し
ま
し
た
。

実
施
日

月
９
日
（
水
）

日
（
木
）
実
施

今
年
の
海
外
研
修
は
カ
ナ
ダ
へ

今
年
の
海
外
研
修
は
カ
ナ
ダ
へ

今
年
の
海
外
研
修
は
カ
ナ
ダ
へ

今
年
の
海
外
研
修
は
カ
ナ
ダ
へ

ま
す
。

滝
壺
見
学
は
、
霧
の

乙
女
号

で
大
迫
力
を

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
は
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
浮
か

び
上
が
り
、
幻
想
的
な

景
観
に
な
り
ま
す
。

ホ
テ
ル
も
ナ
イ
ア
ガ

ラ
川
と
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
の
真
向
か
い
に
位
置

し
、
し
か
も
滝

壺
側
の
ル
ー
ム

に
宿
泊
し
ま

す
。ナ

イ
ア
ガ
ラ

か
ら
ト
ロ
ン
ト

に
移
動
し
、
空

路
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
地
カ
ル

ガ
リ
ー
へ
。

観
光
後
、
シ

ャ
ト
ー
レ
イ
ク
で
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
を

楽
し
み
ま
す
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原

は
ジ
ャ
ス
パ
ー
国
立
公

今
回
は
９
日
間
を
か

け
て
、
大
迫
力
で
迫
る

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
や
、

周
辺
の
木
々
が
色
づ
く

紅
葉
と
カ
ナ
ダ
の
福
祉

施
設
を
訪
問
し
ま
す
。

秋
の
海
外
ツ
ア
ー
で

は
最
も
人
気
の
あ
る
観

光
地
の
一
つ
、
カ
ナ
ダ

を
絶
好
の
季
節
に
旅
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ナ
イ
ア
ガ
ラ
は
馬
蹄

形
を
し
て
い
る
た
め
ホ

ー
ス
シ
ュ
ー
（
馬
蹄
）

滝
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

今
も
１
年
間
に
約
３
セ

ン
チ
ず
つ
後
退
し
て
い

大迫力のナイアガラの滝と 霧の乙女号

大
垣
拠

点
で
は
平

成

年
か

ら
ホ
ー
ム

レ
ス
支
援

と
し
て

炊
き
出

し

住

居
支
援

な
ど
を
行

っ
て
い

る
。
支
援

を
通
じ
て
彼
ら
と
の
会

話
を
日
誌
と
し
て
拠
点

の
会
報
に
載
せ
、
会
員

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ

イ
ン
ド
の
高
揚
に
努
め

て
い
る
の
で
、
ご
紹
介

し
よ
う
。

ホ
ー
ム
レ
ス
日
誌

明
日
は
カ
ン
と
ビ
ン

を
出
す
水
曜
日
だ
。
前

夜
に
集
め
に
回
る
僕
は

忙
し
い
。
昔
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
ア
ル

ホームレス日誌ホームレス日誌
私私私私私のののののつつつつつぶぶぶぶぶやややややききききき私のつぶやき

大垣拠点の活動より大垣拠点の活動より

パ
ラ
ソ
ル
喫
茶

パ
ラ
ソ
ル
喫
茶

で
思
っ
た
こ
と

で
思
っ
た
こ
と

ハンドマッサージをする筆者

（３） 第３種郵便物認可 年７月 日発行１部 円ナ ル ク（ ）



５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

て
、肩
に
籠
を
ぶ
ら
下
げ
て
、

い
ざ
茶
園
の
中
へ
。
最
初
は

う
ま
く
い
か
ず
、
周
り
の
人

と
話
す
余
裕
も
な
く
、
８
時

間
の
労
働
は
か
な
り
こ
た
え

ま
し
た
。
で
も
２
日
目
は
摘

み
方
も
上
手
に
な
り
、
農
家

の
ご
苦
労
も
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
味
わ
っ

て
好
き
な
お
茶
を
飲
も
う
ね

と
、
話
し
合
っ
て
解
散
し
ま

し
た
。

（
渡
辺
セ
イ
子
）

﹇
東
京
﹈

オ
ム
ツ
た
た
み
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

４
月
６
日
、
春
秋
に
実
施

し
て
い
る

オ
ム
ツ
た
た
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
、
東
村

山
市
の
障
害
児
施
設
に
伺
い

ま
し
た
。

１
日
に
１
万
枚
が
使
用
さ

れ
る
と
い
う
オ
ム
ツ
が
、
洗

濯
さ
れ
部
屋
に
運
び
込
ま
れ

ま
す
。
ま
さ
に
オ
ム
ツ
の
山

で
す
。
こ
れ
を
１
枚
１
枚
手

で
伸
ば
し
畳
ん
で
い
き
ま
す
。

園
に
伺
っ
て

年
、
毎
回

５

８
名
が
参
加
、
春
は
近

く
で
花
見
、
秋
は
園
児
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
品
鑑
賞
の

文
化
祭
。
ど
ち
ら
も
食
べ
物

飲
み
物
を
持
ち
寄
り
、
２
時

間
の
作
業
後
の
懇
談
は
、
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

自
分
が
楽
し
く
、
感
動
が
な

け
れ
ば
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

会
員
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
、

話
を
す
る
こ
と
で
広
が
り
と

持
続
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
ナ

ル
ク
本
来
の
困
っ
た
と
き
の

助
け
合
い
は
、
顔
を
合
わ
せ

た
仲
間
の
方
が
頼
み
や
す
い

も
の
で
す
。
も
っ
と
様
々
な

場
所
で
、
仲
間
の
皆
様
と
お

会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
田
信
行
）

杉
の
木
が
倒
木
、
川
に
落
ち

た
の
で
落
下
し
た
杉
を
引
き

上
げ
る
作
業
で
し
た
。
か
な

り
の
重
労
働
で
し
た
が
、
重

機
械
は
使
用
せ
ず
、
人
海
戦

術
で
全
員
頑
張
り
ま
し
た
。

午
後
２
時
頃
に
は
元
の
飛
鳥

川
の
姿
に
戻
り
ま
し
た
。

帰
り
の
車
窓
か
ら
眺
め
る

棚
田
の
風
景
も
格
別
で
す
。

１
度
は

仲
間
の
会

の
奉

仕
活
動
に
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

当
日
の
参
加
者
は
ナ
ル
ク

会
員
８
名
を
含
む

名
で
し

た
。

（
森
本
博
美
）

﹇
三
島
﹈

茶
摘
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

南
駿
が
募
集
し
た

茶
摘
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
ナ
ル
ク
三
島
か
ら
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

作
業
方
法
の
説
明
を
受
け

キ
レ
ス
腱
が
鍛
え
ら
れ

や

る
な
ら
今
で
し
ょ
う

と
い

う
感
じ
で
し
た
。

受
講
し
た
翌
日
は
、
さ
す

が
に
筋
肉
痛
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
ず
い
ぶ
ん
楽
に
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

の

テ
レ
で
も

採
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
松
本
久
美
子
）

﹇
奈
良
﹈

飛
鳥
川
原
風
景
を
取
り
戻
す

仲
間
の
会

３
月

日
に
開
催
さ
れ
た

仲
間
の
会

に
初
参
加
し

ま
し
た
。
場
所
が
明
日
香
村

な
の
で
、
古
代
の
ロ
マ
ン
溢

れ
る
場
所
で
作
業
す
る
の
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
車

１
台
が
や
っ
と
通
れ
る
急
斜

面
を
登
っ
た
飛
鳥
川
上
流
が

作
業
場
で
し
た
。

１
月
の
大
雪
で
十
数
本
の

﹇
福
岡
﹈

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
験
記

４
月

日
、
ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
協
会
が
福
岡
で
発
足

し
、
そ
の
第
１
回
の
講
座
に

参
加
し
ま
し
た
。

福
岡
大
学
・
田
中
宏
暁
教

授
の
気
さ
く
で
楽
し
い
講
義

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
目
か

ら
鱗
の
一
日
で
し
た
。

軽
い
つ
ま
先
状
態
で
、
あ

ご
を
上
げ
、
ゆ
っ
く
り
歩
幅

を
小
さ
く
歩
く
ぐ
ら
い
の
速

度
で
走
る
の
が
基
本
で
す
。

す
る
と
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
、
走
れ
る
の
で
す
。
ア

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
よ
う
と
、

感
想
を
述
べ
合
っ
て
お
り
ま

し
た
。

（
宮
崎
達
也
）

﹇
松
山
﹈

オ
レ
ン
ジ
園
で
の
収
穫

２
月

日
に
オ
レ
ン
ジ
園

の
伊
予
柑
と
デ
コ
ポ
ン
を
６

名
で
収
穫
。

今
年
の
伊
予
柑
は
、
例
年

通
り
満
足
い
く
出
来
映
え
で

あ
る
。
一
方
、
毎
年
不
作
の

デ
コ
ポ
ン
は
、昨
年
３
月
に
指

導
員
を
招
い
て
の
剪
定
作
業

講
習
が
功
を
奏
し
、形
の
よ

い
も
の
が
た
く
さ
ん
採
れ

た
。作

業
後
は
会
員
の
奥
さ
ん

の
心
の
こ
も
っ
た
お
に
ぎ
り

を
ご
馳
走
に
な
り
解
散
。
食

べ
頃
の
２
、
３
週
間
後
、
皆

で
試
食
を
し
た
が
、
絶
品
で

あ
っ
た
。

（
吉
吉
憲
二
）

﹇
か
ず
さ
﹈

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修

会
を
開
催

会
員
の
知
識
向
上

を
目
的
に
し
た
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
研
修
会

が
、
４
月

日
、
君

津
市
公
民
館
に

名

の
会
員
が
集
ま
り
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

京
葉
銀
行
の
指
導
役
を
お

招
き
し
、

知
っ
て
お
き
た

い
相
続
と
遺
言

と
題
す
る

講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
般
発
表
さ
れ
た

平
成

年
度
税
制
改
正

の

遺
産
相
続
の
分
割
や
手

続
き

に
関
連
す
る
お
話
。

終
始
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
講
演
で
、
２
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
で
、
珈
琲
タ
イ
ム

も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
も
、
エ

ナルクの現勢ナルクの現勢
年６月１日現在
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﹇
奈
良
﹈

浦
野
隆
子

初
音
聞
き

し
ば
し
佇
む
法
輪
寺

﹇
び
わ
こ
湖
南
﹈井

上
マ
ス
エ

ふ
き
の
た
う

小
さ
き
祠
の
賑
わ
ひ
し

雨
上
が
り

煌
め
き
動
く
春
の
川

春
愁
や

病
院
ば
か
り
の
予
定
表

﹇
大
阪
北
﹈

佐
藤
富
子

セ
ン
バ
ツ
の

命
み
な
ぎ
る
甲
子
園

桜
花
舞
う

盃
か
わ
す
中
之
島

﹇
中
標
津
﹈

舞
山
（
土
田
良
吉
）

弥
生
の
空
に

武
佐
岳
冴
え
て
見
ゆ

美
し
き
か
な

わ
が
ふ
る
さ
と
は

冬
の
夜
は
パ
ソ
コ
ン
が
友

ト
ラ
ブ
ル
を

孫
が
診
に
来
て
く
れ
る

救
急
車
に

搬
送
さ
れ
る
妻
に
添
い

向
か
う
釧
路
は

ま
こ
と
に
遠
き

﹇
岐
阜
﹈
荘
助
（
健
康
麻
雀
）

お
し
ゃ
べ
り
が

す
ぎ
て

ロ
ン
牌
見
落
と
し
た

つ
も
る
よ
り

お
し
ゃ
べ
り
楽
し
麻
雀
会

テ
ン
牌
を

無
口
に
な
っ
て
見
破
ら
れ

入
会
し
て
間
が
な
い
の
で

す
が
、
早
速
助
け
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
４
月
の
末
、
庭
木
の

剪
定
と
花
畑
の
雑
草
が
気
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

拠
点
事
務
所
に
そ
の
作
業
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
す
る
と

快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ

り
、
す
ぐ
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
方
と
剪
定
の
達
人
が

来
て
、

梅
・
桜
・
サ
ク
ラ

ン
ボ

の
木
を
剪
定
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

少
し
遅
い
時
期
で
し
た
の

で
、花
は
ど
う
か
と
待
っ
て
い

た
と
こ
ろ
見
事
に
咲
か
せ
、

実
も
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

嬉
し
く
て
、
剪
定
し
て
く

庭
の
管
理
と
時
間
預
託

庭
の
管
理
と
時
間
預
託

﹇
美
幌
﹈

会
田
敬
子

﹇
美
幌
﹈

会
田
敬
子

れ
た
方
々
と
木
に

あ
り
が

と
う

と
感
謝
し
ま
し
た
。

続
い
て
６
月
か
ら
除
草
に

入
り
、

日
間
で
延
べ

人

の
皆
さ
ん
が
庭
を
き
れ
い
に

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
月
に
２
回
の
事
務

所
当
番
を
し
て
、
預
託
時
間

を

時
間
持
っ
て
お
り
ま
し

た
。
今
年
も
３
月
末
に
剪
定

を
し
て
い
た
だ
き
、
１
年
間

の
管
理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

美
幌
拠
点
設
立
と
同
時
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

深
田
久
弥
の
日
本
百
名

山

の
踏
破
を
終
え
て

年

に
な
り
ま
す
。

当
時
は
百
名
山
の
頂
上
を

登
山
を
楽
し
む

登
山
を
楽
し
む

﹇
交
野
﹈

増
田
文
子

﹇
交
野
﹈

増
田
文
子

踏
む
の
に
夢
中
で
し
た
が
、今

は
、山
仲
間
と
月
２
、３
回
、関

西
周
辺
を
歩
い
て
い
ま
す
。

季
節
で
変
わ
る
山
の
色
、

仲
間
が
変
わ
れ
ば
、
同
じ
山

で
も
楽
し
み
方
が
変
わ
り
ま

す
。
初
夏
に
な
る
と
ア
ル
プ

ス
登
山
へ
の
願
望
が
増
し
、

地
図
を
見
て
自
分
に
合
っ
た

山
や
登
山
コ
ー
ス
を
考
え
る

の
も
楽
し
み
で
す
。

昨
年
は
燕
岳

大
天
井
岳

槍
ヶ
岳
コ
ー
ス
へ
挑
戦
し

ま
し
た
。
槍
の
穂
先
に
登
り

穂
高
連
峰
を
身
近
に
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

も
ア
ル
プ
ス
の
山
に
登
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

縦
走
は
体
力
だ
け
で
は
踏

破
で
き
ま
せ
ん
。
脚
力
、
気

力
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
登
山
の
ほ
か
に
卓
球
も

し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
体

力
を
維
持
で
き
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
願
望
と
楽
し
み

だ
け
は
持
ち
続
け
ま
す
。

逗
子
へ
引
っ
越
し
て
、
早

く
も
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

ナ
ル
ク
南
横
浜
の
皆
様
に

は
、
気
持
ち
よ
く
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
土
地
カ
ン
も
な
い
の
で

家
で
で
き
る
こ
と
を
と
考

え
、
点
訳
を
思
い
つ
き
、
通

信
講
座
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
語
の
素
養
が
乏
し
い

私
に
は
、
難
し
い
講
習
で
し

た
。
講
習
と
言
っ
て
も
結
局

は
慣
れ
と
経
験
の
積
み
重
ね

で
す
。
毎
回
出
さ
れ
る
短
編

小
説
や
小
論
文
・
随
筆
な
ど

を
点
訳
し
て
、
校
正
し
て
も

ら
う
繰
り
返
し
で
し
た
。

楽
し
い
こ
と
、
役
立
つ
知

識
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
自

、

点
訳
の
楽
し
さ

点
訳
の
楽
し
さ

﹇
南
横
浜
﹈

中
野
宏
美

﹇
南
横
浜
﹈

中
野
宏
美

分
で
は
決
し
て
手
に
取
ら
な

い
文
章
で
も
、
宿
題
と
し
て

出
さ
れ
る
と
、
丁
寧
に
読
ま

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
例
を
挙
げ
る
と

岡
本

か
の
子
・
食
魔
の
復
讐

と

い
う
短
編
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
本
太
郎
の
お
母
さ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
で

も
な
け
れ
ば
手
に
取
ら
な
い

本
で
し
た
。

講
習
も
あ
る
程
度
進
ん
だ

時
に
逗
子
市
の
テ
ス
ト
が
あ

り
、
合
格
し
て
か
ら
は
、
毎

月
発
行
さ
れ
る
広
報
ず
し

の
点
訳
の
お
手
伝
い
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

逗
子
市
の
テ
ス
ト
は
や
さ

し
い
の
で
す
が
、
神
奈
川
県

ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
審
査
は

難
関
で
、
何
と
か
合
格
し
ま

し
た
が
、
一
緒
に
合
格
し
た

の
は
７
名
で
し
た
。

合
格
し
て
か
ら
は
、
小
説

の
点
訳
依
頼
が
き
ま
し
た
。

約
３
０
０
頁
の
単
行
本
を
４

巻
に
分
け
て
点
訳
し
て
い
ま

す
。
若
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
子
育
て
の
物
語
で
、
私
に

と
っ
て
全
く
知
ら
な
い
世
界

の
話
で
す
が
、
何
と
か
今
、

３
巻
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。舞

台
は
長
崎
県
の
五
島
列

島
で
す
。
島
の
素
晴
ら
し
い

自
然
、

近
く
も
あ
る
教
会

な
ど
に
興
味
を
覚
え
、
家
内

と
二
人
で
６
月
下
旬
に
五
島

列
島
へ
行
く
予
定
で
す
。
教

会
群
は
世
界
遺
産
の
暫
定
リ

ス
ト
に
も
載
っ
て
い
る
そ
う

で
す
し
、
食
べ
物
も
楽
し
み

で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

２
冊
目
以
降
も
個
人
的
に
は

手
を
出
さ
な
い
世
界
の
点
訳

を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（５口以上 敬称略））
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